
株式会社 みらい蔵

＜⽬標・取組＞
１． 2023年までに、現在特許を取得している「ソイルマン」を以下の特徴を持つ「ソイルマンⅡ」

にレベルアップします。

・各都道府県が推奨する地域ごと作物ごとに最適な施肥基準をデータベース化する。

・このシステムを使って⽣産者と対話しながら、最適な解決策を創ることができる。

・肥料会社と連携して、データに基づいた⽣産者ごとのオリジナル肥料を作ることができる。
２．2024年までに、⽣産者と対話しながら⾼度な解決策を探ることができる専⾨家を５名以

上育てます。
３．2026年までに、データを利⽤したデジタル農業を⼤規模経営体50社に導⼊し、利⽤農場

を2000haまで拡⼤します。

＜関連情報＞ https://mirai-zou.co.jp/index.html

データを活かした農業（デジタル農業）の実践

当社は、2014年に「ソイルマン」を開発し、⼟壌診断・施肥設計のデジタル化
に取り組んでまいりました。データに基づく適切な施肥設計を⾏うことで、無駄
な肥料を使わない、⽣産性や良品率が向上するという効果が得られております。
今後、国の有機農業へのシフト⽅針に応じ、有機農業に求められる地域ごとの
⼟壌や作物に応じたきめ細やかな対応ができるようにシステムを改良し、農業
経営のデジタル化に貢献します。

【企業・団体の概要】
⼤分県豊後⼤野市に拠点を置く農業資材販売、⽶穀集荷、農産物分析を⾏っている会

社です。グループ会社に農業⽣産法⼈（交栄農事営農組合）を持ち、特許取得の⼟壌
診断・施肥設計システム「ソイルマン」を使ったデジタル農業を実践しています。

（アクションプランにおいて賛同する項⽬）
☑⾷料システムの変⾰ □ 個⼈の栄養に関する⾏動変容の促進
☑⾷関連産業のイノベーションの推進 ☑ 途上国・新興国の栄養改善への⽀援


